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教共１１０ 子ども文化とコミュニケーション 選 2 ２－０ 1～3 前 　音楽・演劇の基礎行動にあるパ
フォーマンスを中心として、子どもの
遊びと表現行動をワークショップ形
式で演習する。あわせて、多様な人
間行動の観察を通してコミュニケー
ション・スキルを高め、コミュニケー
ションにおける問題を考察する

教共113 新聞活用実践講座 選 2 ２－０ 1～4 前 　学校教育現場に新聞を活用する
NIEの取り組みや新聞の特長、役割
を学び、情報活用能力を養う。併せ
て、ワークショップ形式で、子どもた
ちの言語活動の充実や思考力、判
断力、表現力等を培う新聞の可能
性や活用法を学ぶ

教共２１５ 離島・へき地教育概論 選 2 ２－０ 2～4 前 　離島・へき地の学校教育の現状と
課題を概観する

教共２１６ 子どもと多言語・多文化教育 選 2 ２－０ 2～3 前 　学校教育における外国人および
日本語を母語としない児童生徒の
現状と課題、その指導方法につい
て概観する

教共１２０ 環境科学概論 選 2 ２－０ 1～4 後 　身近な自然環境について，科学
的視点から概説する。

教共１２１ 琉球・沖縄史を学びあう 選 2 ２－０ 1～4 前 　琉球・沖縄史を巡る諸問題につい
て学びあう。

  社会科教育
  専修は必修

教共１２３ 沖縄の環境と社会 選 2 ２－０ 1～4 後 　沖縄の環境問題と沖縄社会との関
連について、哲学、社会学、政治
学、地理学等の視角から考察する
方法を学ぶ。

教共１１９ 沖縄生活文化論 選 2 ２－０ 1～4 後    沖縄の生活文化について、衣・食
生活を中心にその現状を踏まえな
がら、生活課題について考察する

英教３８８ 小学校外国語活動Ⅰ 選 2 ２－０ 3～4 前 　外国語活動及び教科外国語を担
当する際に必要となる基本的な指
導法や指導技術について学ぶ

技１８１ ものづくり概論 選 2 ２－０ 1～2 前 　普通教育におけるものづくり教育
の役割とその理論的背景，具体的
な授業実践例等を紹介するととも
に，製作活動を通して，ものづくり活
動の教育的有用性を検証していく

教共１２２ 平和教育学概論 選 2 ２－０ 1～4 後 　沖縄戦、軍事基地を巡る諸問題に
ついて概観し、平和教育の目標・方
法について考察する。

教共６０１ 小学校プログラミング教育概論
Ⅰ

選 1 １－０ 2～4 前・後 プログラミングに関する基礎的な技
能を身につけるとともに、児童にプロ
グラミング的思考を育む実践的な授
業を考案できるようになる。

教共６０２ 小学校プログラミング教育概論
Ⅱ

選 1 １－０ 2～4 前・後 Ⅰを受講済の学生が指導補助者と
して参加することにより、児童にプロ
グラミング的思考を育む実践的な授
業力を伸ばす

Ⅰを受講済み
であること。
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教共１８０ インクルーシブ教育指導法Ⅰ 自 2 ０－２ 1 通年 　通常の学級における特別な支援
を必要とする児童生徒（肢体不自由
者）の指導法に関する講義

特別支援以外
の学生対象

教共２８０ インクルーシブ教育指導法Ⅱ 自 2 ０－２ 2 通年 　通常の学級における特別な支援
を必要とする児童生徒（病弱者）の
指導法に関する講義

特別支援以外
の学生対象

Ⅰを履修済で
あること。

教共３８０ インクルーシブ教育指導法Ⅲ 自 2 ０－２ 3 通年 　通常の学級における特別な支援
を必要とする児童生徒（知的障害
者）の指導法に関する講義

特別支援以外
の学生対象

Ⅰ・Ⅱを履修
済であること。

教共１１７ 障がい者の教育実践と地域発
達支援Ⅰ

自 2 ０－２ １～４ 前 　附属センターのトータル支援教室
において地域の障がい児と関わっ
たり、地域の小学校、中学校、幼稚
園の特別支援学級や特別支援学校
等での教育実践や子どもたちへの
地域発達支援活動に参加すること
で障害児の理解と実践力を高める。

教共１１８ 障がい者の教育実践と地域発
達支援Ⅱ

自 2 ０－２ １～４ 後 　附属センターのトータル支援教室
において地域の障がい児と関わっ
たり、地域の小学校、中学校、幼稚
園の特別支援学級や特別支援学校
等での教育実践や子どもたちへの
地域発達支援活動に参加すること
で障害児の理解と実践力を高める。


